














木耐協マンスリーレポート5月号

日本木造住宅耐震補強事業者協同組合

　今回から3ヶ月程度にわたり、2012年改訂版対

応の耐震診断ソフト「木耐博士N」について、従来

のソフトである「木耐博士S」と比較しながら解説し

たいと思います。2012年改訂版での診断につい

ては木耐協でも5月中に対応を開始する予定です

ので、このページでの解説を通じて少しでも2012

年改訂版の診断法や「木耐博士N」に対する知識

を習得していただければと思います。

　今回は「診断に際してどちらのソフトを使うべき

か」ということ、また2012年改訂版で耐力要素に加

えられた「開口部」の基準について取り上げます。

　●自治体が求めているソフトの条件は

　　　　　　　　　　　　　 要チェック！

　診断法についての建築防災協会の見解は「当

分の間は2012年改訂版と2004年版の診断法を併

置し、どちらを用いて耐震診断・耐震改修を行っ

てもよいこととしたい」というものです。この内容を

そのまま解釈するならば「どちらを使ってもよい」と

いうことになりますが、2012年版が2004年版の内

容を充実させたものだということを考えれば、でき

るだけ早く2012年版の診断法を使えるようになる

のが望ましいといえるでしょう。

　また自治体の助成金を利用する場合にはソフト

の条件が定められている場合がありますが、「建

防協認定を受けているソフト＝木耐博士S」「2012

年改訂版に対応したソフト＝木耐博士N」と使い

分けて下さい。この条件は各自治体ごとに異なり

ますので、自治体の担当者の方へご確認下さい。

　●掃き出し・窓・全開口の基準について

　2012年改訂版と2004年版とで大きく違う点の一

つとして「その他の耐力要素」があります。2004年

版では「必要耐力×0.25」でしたが、2012年改訂

版では「掃き出し型開口＝0.3kN/m、窓開口＝

0.6kN/m」と開口部の耐力を評価しています。

　この掃き出し・窓の基準は以下の通りです。

　掃き出し型開口壁＝垂れ壁高さ360mm以上

　窓型開口壁＝開口高さ1200mm以下

　（テキストでは「600mm～1200mm程度」と記述）

続した開口について耐力評価できる長さは最大

3m」「開口の端部どちらか一方に耐力要素がない

場合は開口の耐力を評価しない」などの基準があ

ります（テキストp.42）ので、長い開口や出隅間の

開口がある場合はご注意下さい。

【短期集中連載】

ここが変わった！

「博士Ｎ」の開口入力画面
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第１回　ソフトの使い分けと開口部の判断

　これに該当しな

い開口（押入天

袋等）は全開口

で入力します。

　なお開口部に

ついては耐力評

価に際して「連

「木耐博士Ｎ」の質問募集中！

　本ページで取り上げる質問を募集します。

メールにてお気軽にお送り下さい。

question@mokutaikyo.com

（全ての質問にお答えできない場合があります）
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 事務局では、5月より「2012年改訂版」での耐震

診断書・補強提案書の作成を予定しております。

それに伴い、現地調査票の記入方法が変更にな

る部分がございます。

　大きな変更点は「開口部の表記の仕方の変 

更」と「基礎の区分の追加」の2点です。どちら

も診断書作成に当たって重要な情報となりますの

で、下記をご確認下さい。

　開口部については、2012年改訂版では「その他

の耐震要素の耐力Qe」として保有耐力に加えら

れることとなりました。開口部の耐力に関する詳細

については8ページにも解説してありますので、併

せてご確認下さい。

　現地調査票にご記入いただく際には、建物外周

部の開口についてそれぞれ下記のように記号を

追加していただきますよう、お願いいたします。

　窓開口　＝「マ」（開口1200mm以下）

　掃出開口＝「ハ」（垂れ壁360mm以上）

　全開口　＝「ゼ」（上記以外：押入天袋等）

　記入に当たっては、左下の記入例も参考にして

下さい。なお2012年改訂版の耐震診断法上にお

ける開口部の評価については、日本建築防災協

会ホームページの「質問・回答集」に図解入りで

掲載されておりますので、併せてご確認下さい。

　

　2012年改訂版では、一部の基礎の区分が2004

年版から変更になっております。区分が変更にな

る基礎の形状は以下の通りです。

　軽微なひび割れのある無筋コンクリート

　　基礎Ⅱ（2012年版で追加）

　ひび割れのある無筋コンクリート

　　2004年版：基礎Ⅱ→2012年版：基礎Ⅲ

　なお「軽微なひび割れのある無筋コンクリート基

礎」とは、「床下換気口隅各部に0.3mm程度以下

のひび割れが発生していて、基礎全体は健全で

ある状態」（2012年改訂版「例題編・資料編」

p.123）を指します。基礎のひび割れを確認する

際には、ひび割れの場所や幅にご注意下さい。

　今後とも事務局では、正確な診断書作成を心が

けて参ります。記入方法の変更にご理解下さいま

すよう、どうぞよろしくお願いいたします。

　

 変更点① 開口部の表記について

 変更点② 基礎の区分について

-     -10

２０１２年改訂版対応に伴い
現地調査票の記入方法が一部変更になります

現地調査票の記入例（2012年改訂版対応）

外周部分の開口には、開口の種類が

分かるように記号を追加して下さい。
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